
平
成
十
九
年
十
一
月
十
六
日
提
出

質

問

第

二

三

七

号

ヒ
ト
胎
盤
エ
キ
ス
含
有
製
品
の
安
全
性
に
関
す
る
質
問
主
意
書

提

出

者

泉

健

太
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ヒ
ト
胎
盤
エ
キ
ス
含
有
製
品
の
安
全
性
に
関
す
る
質
問
主
意
書

厚
生
労
働
省
は
、
変
異
型
ク
ロ
イ
ツ
フ
ェ
ル
ト
・
ヤ
コ
ブ
病
感
染
拡
大
の
予
防
的
措
置
と
し
て
、
平
成
十
八
年
十
月
十
日
か

ら
ヒ
ト
胎
盤
エ
キ
ス
注
射
剤
を
投
与
さ
れ
た
者
か
ら
の
献
血
受
入
を
制
限
す
る
こ
と
と
し
た
。

こ
の
よ
う
な
措
置
に
つ
い
て
は
評
価
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
ヒ
ト
胎
盤
エ
キ
ス
は
注
射
剤
の
み
な
ら
ず
石
鹸
や
ク
リ
ー
ム
、

ロ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
様
々
な
形
態
で
使
用
さ
れ
て
き
た
こ
と
か
ら
、
国
民
の
間
に
不
安
が
広
が
っ
て
い
る
。

よ
っ
て
、
以
下
の
通
り
質
問
す
る
。

一

注
射
剤
の
み
な
ら
ず
、
石
鹸
や
ク
リ
ー
ム
、
ロ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
様
々
な
ヒ
ト
胎
盤
エ
キ
ス
含
有
製
品
に
つ
い
て
、
変
異
型

ク
ロ
イ
ツ
フ
ェ
ル
ト
・
ヤ
コ
ブ
病
感
染
の
可
能
性
、
危
険
性
を
政
府
は
ど
の
よ
う
に
認
識
し
て
い
る
か
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で

研
究
し
た
こ
と
は
あ
る
か
。

二

ヒ
ト
胎
盤
エ
キ
ス
含
有
製
品
の
安
全
性
を
確
保
す
る
た
め
に
は
、
そ
の
原
料
に
お
い
て
も
、
現
在
実
施
さ
れ
て
い
る
献
血

制
限
と
同
等
以
上
の
予
防
的
措
置
が
講
じ
ら
れ
る
こ
と
が
必
要
と
思
わ
れ
る
。
特
に
、
過
去
に
輸
血
歴
、
海
外
渡
航
歴
、
若

し
く
は
注
射
剤
の
投
与
歴
が
あ
る
方
々
か
ら
の
胎
盤
を
原
料
に
使
用
す
る
こ
と
は
避
け
る
べ
き
と
考
え
る
が
、
製
造
企
業
に

お
け
る
原
料
入
手
に
当
た
っ
て
の
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
は
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
て
い
る
の
か
。

一



三

ヒ
ト
胎
盤
エ
キ
ス
注
射
剤
（
ラ
エ
ン
ネ
ッ
ク
、
メ
ル
ス
モ
ン
、
プ
ラ
セ
ン
タ
と
い
う
名
称
で
用
い
ら
れ
て
い
る
注
射
剤
）

に
つ
い
て

（
�
）

承
認
を
受
け
た
医
薬
品
名
ご
と
の
過
去
十
年
間
の
国
内
の
生
産
本
数
と
消
費
本
数
、
投
与
者
数
は
ど
の
程
度
か
。

ま
た
過
去
十
年
間
の
適
用
外
使
用
に
よ
る
消
費
本
数
、
投
与
者
数
は
ど
の
程
度
か
。

（
�
）

製
薬
企
業
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、
注
射
剤
の
原
料
は
国
内
で
入
手
さ
れ
た
安
全
性
の
高
い
も
の
と
の
記
述
が
あ

る
が
、
（
�
）
で
回
答
さ
れ
た
生
産
本
数
に
見
合
う
ヒ
ト
胎
盤
が
、
「
二
」
で
行
わ
れ
て
い
る
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
を

前
提
に
し
て
も
、
国
内
で
確
保
さ
れ
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
の
か
、
政
府
の
見
解
を
求
め
る
。

（
�
）

平
成
十
六
年
九
月
に
、
厚
生
労
働
省
は
「
メ
ル
ス
モ
ン
製
薬
株
式
会
社
」
に
対
し
て
薬
事
法
違
反
が
あ
っ
た
と
し

て
立
入
検
査
等
を
行
う
と
と
も
に
、
ヒ
ト
胎
盤
の
入
手
先
等
に
つ
い
て
報
告
命
令
を
課
し
た
と
承
知
し
て
い
る
が
、

そ
の
報
告
内
容
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

（
�
）

「
メ
ル
ス
モ
ン
製
薬
株
式
会
社
」
が
無
承
認
無
許
可
で
製
造
し
た
ヒ
ト
胎
盤
由
来
の
製
品
を
、
美
容
目
的
に
体
内

に
埋
め
込
む
埋
没
療
法
が
行
わ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
れ
ら
を
受
け
た
者
の
健
康
被
害
の
有
無
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。

二



（
�
）

注
射
剤
に
係
る
副
作
用
報
告
の
内
容
及
び
件
数
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
平
成
十
七
年
一
月
に
、
美
容

目
的
に
注
射
剤
を
投
与
さ
れ
た
者
が
重
篤
な
肝
障
害
を
発
症
し
た
副
作
用
例
が
報
道
さ
れ
た
が
、
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
に

よ
る
被
害
で
は
な
い
の
か
、
念
の
た
め
確
認
し
た
い
。

（
�
）

注
射
剤
を
適
正
に
使
用
し
た
が
、
感
染
症
に
罹
患
し
た
場
合
は
「
生
物
由
来
製
品
感
染
等
被
害
救
済
制
度
」
（
以

下
「
被
害
救
済
制
度
」
と
い
う
。
）
が
適
用
さ
れ
る
と
承
知
し
て
い
る
が
、
美
容
を
目
的
と
す
る
医
薬
品
の
適
用
外

使
用
は
、
感
染
被
害
に
つ
い
て
被
害
救
済
制
度
が
適
用
さ
れ
な
い
「
不
適
正
な
使
用
」
に
該
当
す
る
の
か
。

ま
た
、
適
用
外
使
用
が
「
不
適
正
な
使
用
」
に
該
当
す
る
場
合
、
美
容
目
的
の
使
用
に
は
被
害
救
済
制
度
が
適
用

さ
れ
な
い
こ
と
を
、
利
用
者
に
ど
の
よ
う
に
周
知
し
て
い
る
の
か
。
そ
し
て
、
ど
の
程
度
、
国
民
が
承
知
し
て
い
る

と
思
わ
れ
る
か
。

（
�
）

ヒ
ト
胎
盤
を
原
料
と
す
る
医
薬
品
に
つ
い
て
は
、
未
知
の
病
原
体
等
に
よ
る
感
染
リ
ス
ク
が
存
在
す
る
。
こ
の
た

め
、
平
成
十
五
年
七
月
か
ら
「
特
定
生
物
由
来
製
品
」
に
つ
い
て
は
、
感
染
リ
ス
ク
に
つ
い
て
の
患
者
・
利
用
者
へ

の
説
明
が
努
力
義
務
化
さ
れ
て
い
る
が
、
政
府
に
お
い
て
は
そ
の
実
施
状
況
を
ど
の
よ
う
に
把
握
し
て
い
る
の
か
。

ま
た
、
注
射
剤
の
美
容
目
的
の
使
用
を
含
め
、
感
染
リ
ス
ク
だ
け
で
は
な
く
、
献
血
や
臓
器
移
植
に
つ
い
て
制
限

三



を
受
け
る
こ
と
を
患
者
・
利
用
者
に
説
明
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
政
府
の
見
解
を
求
め
る
。

右
質
問
す
る
。

四


